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症例は 67歳女性.平成 24年 9月頃より左上腹部の腫
瘤を自覚,近医の CTにて左腎腫瘍,下大静脈腫瘍塞栓を
認めたため, 11月 2日当科紹介受診.術前検査にて左腎
細胞癌 cT3N0M1 (右肺門部リンパ節転移,左腸骨転移)
の診断にて 11月 13日根治的腎摘除術＋下大静脈腫瘍塞
栓摘徐術施行.血行再建として右浅大腿静脈を用いたグ
ラフトパッチで再建とした.術後病日 14日で退院.術後
病理は淡明細胞癌であり,後療法として sunitinibの投与
を開始. 術後 3ヶ月現在外来で通院にて加療継続中であ
る.若干の文献的考察を加え,これを報告する.
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